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１ はじめに

笹原・他（２００７）において，瀬戸内海における平

均水面モデルを再構築し，モデルの精度検証を行っ

た．その結果，検証海域付近にて実測量へ応用でき

る可能性が確認された．

本稿では，瀬戸内海と同様に閉水面である伊勢湾

において平均水面モデルを構築したので報告する．

平均水面モデルを決定しその精度について十分に

検証されれば，実際の測量への適用が可能となり，

現地での潮汐観測や潮高改正作業などを省くことが

できるので，水路測量作業の効率化が図られる．

２ 平均水面モデルの構築

（１）データ

第四管区海上保安本部では２０００年から２００１年にか

けて伊勢湾沿岸の験潮所近傍の基本水準標（BM）

においてGPS測量を実施した．この基本水準標の楕

円体高と「平均水面，最高水面及び最低水面一覧表」

（海上保安庁海洋情報部，２００６）にある基本水準標

と最低水面（基本水準標と平均水面からの高さを併

記）の関係から平均水面の楕円体高（以下，平均水

面楕円体高と呼ぶ）を求めた（第１表）．

本稿ではこれら平均水面楕円体高の精度を評価す

るため，全観測点（１６点）の平均水面楕円体高につ

いて国土地理院ジオイドモデル（安藤・他，２０００；

gsigeo 2000 Ver. 4.0）との差を求め，その差が１８cm

未満か１８cm以上かで分類した（第１図， 第１表）．

国土地理院ジオイドモデルは国内の陸上におけるジ

オイドモデルとしては最も精度が良く，平均水面の

基準として最適である．また，差が１８cm以上と

なった三河湾・蒲郡（差－１９．５cm）の近傍点であ

る三河湾・形原（差９．５cm）と三河湾・洲崎（差６．３

cm），師崎（差２２．８cm）の近傍点である伊勢湾・豊

浜（差－６．９cm）の差に着目すると，蒲郡・師崎ど

ちらも近傍点の差の符号が逆になっており，近傍点

との整合性を欠いている．入力データセットの違い

による精度の違いを評価するため，２つのデータ

セット!全点（１６点），国土地理院ジオイドモデル

によるジオイド高との差が"１８cm以上を除去した

もの（１４点）について計算を行った．

第１図 GPS観測点（●：平均水面楕円体高と国土
地理院ジオイド高との差が１８cm未満，
十：１８cm以上）

Fig.１ The observation point of GPS survey in Ise-bay,
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（２）計算手法

モデル構築には，伊勢湾の北緯３４度２７分から３５度

７分，東経１３６度３１．５分から１３７度２１．５分にある領域

を経緯度各１０個の節点で区切り，これら節点間を３

次多項式で結んだ．得られた関数による計算値と観

測値（平均水面楕円体高）との差（ここでは誤差と

する）が最適となるよう関数の係数を決定した．

また，関数の最適化は情報量基準ABIC（田辺・田

中，１９９３）によって判断した．詳細については，笹

原・他（２００７）で記述している．

以上の手法・データを使用して，!から"までの

各場合の平均水面モデルを求めた．

３ 結果と考察

各観測点における平均水面楕円体高の観測値とモ

デル値との差を第２表に示す．このモデルには前項

"１８cm以上を除いたデータセットを使った．

第１表 GPS測量結果及び国土地理院ジオイドモデルによるジオイド高との差
Table１ The result of GPS survey and the difference between the ellipsoid height of M.S.L. and the

geoid height of G.S.I. model.
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第２表ではモデルの再現性を確認するため，BM

のGPS観測点と同じ位置でモデル値を求め，観測値

との差をとった．その結果，差は５cm以内に収ま

り，差の標準偏差は０．０１６５mとなった．全てのBM

楕円体高データ（１６点）によるモデルでは，観測値

とモデル値の差の標準偏差は０．０８００mとなり，差が

大きくなる．特に国土地理院ジオイド高との差が１８

cm以上あった「三河湾・蒲郡」で差が－０．１１９m，

「師崎」で０．１３３mとなり，１０cmを超える結果と

なった．この要因の一つとして「三河湾・蒲郡」と

「師崎」でのGPS観測の誤差が推定される．

モデルを実測量に活用するためにはモデルの精度

検証が必要であり，沿岸部だけではなく，伊勢湾海

上部においても検証観測を行わなければならない．

参考にモデル平均水面分布図を第２図に示す．

今回の作業では検証観測が行えず，モデルの精度

検証ができなかった．実測量へ応用するためには精

度検証は必要不可欠であり，特に国土地理院ジオイ

ドモデルとの差が大きかった験潮所近傍においては

重要である．
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第２表 各観測点に対する平均水面楕円体高につい
ての観測値、モデル値および両者の差

Table ２ The difference of the ellipsoid height of
M.S.L. between GPS and model.
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第２図 平均水面モデル（国土地理院モデルとの差１８cm以上のデータを除去して求めた）による平均
水面楕円体高分布

Fig. ２ Distribution. ellipsoidal height of M.S.L. model.
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